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　2013 年 11 月 30 日午後 1 時より、大学史資料室と恒藤記念室の共催による第５回恒藤恭シ
ンポジウム「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義」が、学術情報総合センター 10 階会議室で開催
された。冒頭に広川禎秀（本学名誉教授・恒藤記念室特任教授）による趣旨説明があり、過去
4 回のシンポジウムの概要につづき、「戦争の世紀」（20 世紀）に生きた恒藤が、広く平和主
義の探求を行ったことの歴史的および今日的意義を明らかにしたいという本シンポジウムのね
らい、およびこれに関する両報告の位置付けが述べられた。
　続いて行われた報告・コメントは以下の通りである。
［報　　告］　「恒藤恭と芥川龍之介の交流－青年期の体験と読書から－」奥野久美子（本学文
学研究科准教授）
　　　　　　「恒藤恭の平和主義と日本の安全保障・憲法」桐山孝信（本学副学長・法学研究
科教授）
［コメント］　上田博（明治文学史家）
　　　　　　中村浩爾（大阪経済法科大学名誉教授）
　なお、司会は村田正博（本学文学研究科教授）および安竹がつとめた。
　奥野報告は、恒藤・芥川の日記や読書ノートあるいは著作などを素材に、これらを周辺資料
も含めて丹念に読み込むことで、日露戦争に対する少年期両者のスタンスの違いを析出すると
ともに、トルストイ－とりわけ「戦争と平和」－が両者に与えた影響につき実証的に論じた。
いわば恒藤平和主義の萌芽・形成期を明らかにしようとする報告といえよう。
　続く桐山報告では、恒藤の論文・著書などを主たる素材に、第一次世界大戦後の彼の平和主
義の原点とその確立とを明らかにするとともに、敗戦後におけるその開花、さらにはいわゆる
「逆コース」への抵抗の軌跡を示し、国際法研究者恒藤の内部において、平和希求の「熱望」
と激変する国際情勢下での平和実現には何が重要かを透徹する「理性」とが共存していたこと
を明解に論じた。奥野報告に続く恒藤の平和主義の確立・展開期に関する報告といえる。
　その後、上田・中村両氏による両報告に対する的確かつ鋭いコメントがあり、質疑応答が行
われた。以下に掲げる諸論考は、上記の趣旨説明・報告・コメントを基礎として執筆されたも
のであり、いわばシンポジウムの記録としての性格も有している。
　当日は、基本的かつ硬質なテーマであるにもかかわらず 90 名近くの参加者があり、質疑応
答も活発に行われた。恒藤が 20 世紀に生涯をかけて追求した「平和主義」は、昨今のわが国
および世界を巡る情勢に鑑みれば、21 世紀においても決して色褪せてはおらず、むしろ刺激
的かつ示唆に富むものであることを再認識しえたシンポジウムであったといえよう。
                                                 　　　安竹貴彦　（大学史資料室長）
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